
 

 

 

 

小形タイプの高精度門形平面研削盤発売開始 

株式会社岡本工作機械製作所 

 

ハイブリッドカー用モータコアの順送金型は高い平面度が求められ、塗工装置用スロットダイ

など液晶関連部材の加工は真直度と鏡面加工が要求されます。また、モールドベース加工の

分野ではサイクルタイムを短縮することが求められます。当社では長年にわたり、門形平面研

削盤を製造してきましたが、これらの要求にお応えするため前後８００ｍｍサイズの小形タイプ

の門形平面研削盤ＰＳＧ１５８ＣＨ-iＱ（加工範囲左右１５００×前後８００ｍｍ）を新たに開発し販

売を開始しました。 

 

ＰＳＧ１５８ＣＨ-iＱの特長は以下の通りです 

①高精度加工を実現するため、門形構造で平面研削盤の精度を大きく左右するクロスレール

には、ＮＣ補正を必要としないメカ的な調整機構（特許出願中）を搭載し、作業面全体で高い精

度が維持できます。 

②高能率加工にも対応できるよう、工作主軸に１５ＫＷの高馬力モータを採用していますので 

サイクルタイム短縮が図れます。また、通過幅に余裕を持たせた構造であるため、砥石幅１００ 

ｍｍ仕様（標準は５０ｍｍ幅砥石）で前後幅最大１０００ｍｍまでのワーク加工に対応できます。 

③加工条件自動設定機能を備えた当社独自の iＱソフトを搭載し、データ入力作業を徹底的に

簡素化しました。 
 

ＰＳＧ１５８ＣＨ-iＱの他に、前後加工範囲の８００ｍｍは共通で左右加工範囲が２ｍ、３ｍ、４ｍ

の計４モデルをラインナップしています。 
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掲載されているプレスリリースの内容は、報道関係者へ発表した情報の集約です。 
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